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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 5 月 11 日の決算発表時に公表した平成 20 年 3 月期（平成 19
年 4月 1日～平成20年 3月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

1．連結業績予想数値の修正 
 
（1）平成 20年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日 ～ 平成 19 年 9月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４，０００ △８０ △１００ △１２０ △１ ６７ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４，０００ △８０ △１７９ ２４０ ３ ３９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － － △７９ ３６０ － 

増 減 率            （％） － － － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 9 月期） 
３,７０６ ４９ ２６ ２０４ ３ ２１ 

 
（2）平成 20 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日 ～ 平成 20 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ７，７００ △３０ △７０ △１１０ △１ ５３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ７，７００ △３０ △１５１ ２３３ ３ ２６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － － △８１ ３４３ － 

増 減 率            （％） － － － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
７，１５５ △２４７ △３１５ △５２４ △８ ２４ 

 
 



２．個別業績予想数値の修正 
 
（1）平成 20 年 3 月期中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日 ～ 平成 19 年 9月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２，７００ △１００ △１２０ △１２５ △１ ７４ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２，７００ △１００ △２１１ ２１４ ３  ３ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － － △９１ ３３９ － 

増 減 率            （％） － － － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年 9 月期） 
２，９３１ ２ △３０ １８２ ２ ８７ 

 
（2）平成 20年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日 ～ 平成 20 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５，２００ △１００ △１４０ △１４５ △２ ０１ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５，２００ △１００ △２４１ １８３ ２ ５６ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － － △１０１ ３２８ － 

増 減 率            （％） － － － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
５，４２４ △２６５ △３４９ △５８８ △９ ２４ 

 

３．修正の理由 

   当中間期に営業外費用として為替差損等が発生する見込みであり、また本日開示しております「固

定資産の譲渡に関するお知らせ」による固定資産売却益（6億 22 百万円）を特別利益に計上、また特

別損失として棚卸資産除却損等（2億 28 百万円）の計上見込みにより、当中間期及び通期は連結・個

別とも経常利益が予想を下回り、当期純利益が予想を上回る見通しであります。 

 

＊ 上記記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。 

＊ 本資料の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業

績は、今後様々な要因によって本資料の予想数値と異なる可能性があります。  

 

 以 上 


